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序
に
か
え
て

“D
er Strom

 der W
eltgeschichte hat N

︵
マ
マ
︶

ipon aus seiner idyllischen Stille fortgerissen!”

﹁
世
界
史
の
奔
流
が
日
本
を
牧
歌
的
な
静
け
さ
か
ら
ひ
き
さ
ら
�
た
！
﹂

一
八
八
六
年
十
二
月
二
十
九
日
付
︑
ミ
�
ン
ヘ
ン
の
﹃
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ツ
�
イ
ト
�
ン
グ
︵
新
聞
︶﹄
の
読
者
は
︑
こ
の
一
文
を

目
に
し
た
︒
書
い
た
の
は
完
璧
な
ド
イ
ツ
語
を
駆
使
で
き
た
森
林
太
郎
︑
の
ち
の
文
豪
︑
軍
医
総
監
︑
当
時
は
大
日
本
帝
国
陸
軍
の

衛
生
士
官
と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
﹁
森
鷗
外
﹂
で
あ
る
︒

私
た
ち
は
︑
一
九
九
〇
年
代
よ
り
日
本
に
お
け
る
ク
リ
ス
マ
ス
の
文
化
史
的
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
︑
ザ
ビ
エ
ル
の
時
代
か
ら

現
代
に
至
る
︑
主
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
の
一
般
日
本
人
と
こ
の
西
洋
の
祭
り
と
の
関
係
を
探
�
て
き
た
︒
そ
の
お
り
︑
各
時
代
の

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
�
ン
ル
の
人
物
を
照
射
し
て
い
く
中
で
︑
森
林
太
郎
自
身
の
経
験
︑
趣
旨
に
基
づ
い
て
演
出
さ
れ
た
降ク

リ

ス

マ

ス

誕
祭
に
と
り

わ
け
興
味
を
惹
か
れ
た
︒

森
家
で
は
︑
一
九
一
三
年
か
ら
毎
年
欠
か
さ
ず
ホ
�
ム
ク
リ
ス
マ
ス
を
行
う
よ
う
に
な
る
が
︑
最
初
の
記
述
は
﹁
夜
樅
の
木
に

燭
︵
し
よ
つ
か
︶

火
を
点
し
てN

oël

の
祭
の
真
似
を
為
す
﹂
と
い
う
一
行
で
あ
る
︒

今
回
︑
森
家
に
的
を
し
ぼ
�
て
研
究
を
進
め
て
い
く
う
ち
︑
こ
の
家
族
の
ク
リ
ス
マ
ス
祭
に
寄
せ
る
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
心
︑
愛



iiiii	 序にかえて

1 
 

三
好
行
雄
︑﹁
鷗
外
が
西
洋
で
見
落
と
し
た
も
の
は
何
か
﹂
と
い
う
テ
�
マ
に
お
け
る
平
川
祐
弘
︑
小
堀
桂
一
郎
︑
竹
盛
天
雄
他
の
座
談

会
︒
竹
盛
天
雄
︵
司
会
︶﹃
森
鷗
外
﹄
学
生
社 

︑
一
九
七
七
年
︵
一
三
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
文
学
︶︑
六
三
頁
︒

2 
 

K
laus K

racht, K
atsum

i Tateno-K
racht:  Ô

gais "N
oël". M

ittwinterliches aus dem
 Leben des H

auses M
ori und des Burgstädtchens Tsuwano – 

jenseits der idyllischen Stille, W
iesbaden: H

arrassow
itz Verlag 2011. 885 S. (Izum

i. Q
uellen, Studien und M

aterialien zur Kultur 

Japans. H
erausgegeben von K

laus K
racht, Bd. 11).

�
ド
︑
エ
�
セ
イ
︑
小
説
な
ど
が
残
さ
れ
た
お
か
げ
で
︑
こ
れ
ま
で
見
逃
さ
れ
て
き
た
点
︑
知
ら
れ
て
い
な
い
側
面
︑
誤
解
さ
れ
た

面
な
ど
興
味
深
い
発
見
に
も
め
ぐ
り
会
う
こ
と
が
で
き
た
︒

出
版
す
る
に
あ
た
り
︑
本
名
﹁
森
林
太
郎
﹂
と
し
て
死
に
臨
ん
だ
彼
の
意
志
を
尊
重
し
︑
氏
名
は
森
林
太
郎
で
統
一
す
る
こ
と
に

し
た
︒
し
か
し
︑
一
八
八
五
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
使
わ
れ
た
ペ
ン
ネ
�
ム
﹁
鷗
外
﹂
に
関
し
て
は
︑
彼
自
身
が
用
い
た
箇
所
︑
あ

る
い
は
書
き
手
が
使
用
し
た
場
合
の
み
そ
の
ま
ま
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
世
間
で
通
用
し
て
い
る
と
い
う
便
宜
的
な
理
由
か
ら
タ
イ
ト

ル
に
限
�
て
は
そ
の
例
外
と
し
た
︒

本
書
は
︑
ド
イ
ツ
で
出
版
し
たÔ

gais “N
oël

２” 

を
︑
日
本
語
に
よ
る
縮
小
版
と
し
て
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
︒
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
�
の
野
崎
恭
夫
氏
の
下
訳
を
は
じ
め
と
す
る
多
岐
に
わ
た
る
協
力
が
あ
�
て
実
現
で
き
た

こ
と
を
こ
こ
に
記
す
︒

着
に
あ
ら
た
め
て
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
た
︒

ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
実
体
に
森
家
の
人
び
と
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
�
ジ
を
抱
い
た
の
か
︒
そ
し
て
そ
の
祝
祭
を
特
徴
づ
け
る
も
の

と
は
何
な
の
か
︒
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
に
至
�
た
の
か
︒

林
太
郎
は
ド
イ
ツ
留
学
時
代
︑
そ
し
て
家
族
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
し
て
は
日
記
に
書
き
残
し
た
︒
し
か
し
︑﹁
鷗
外
﹂
関
係
の
学

術
論
文
︑
こ
の
件
に
関
す
る
記
述
︑
言
論
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
�
て
い
い
︒
そ
し
て
﹁
生
涯
︑
無
神
論
者
で
あ
�
た
﹂
と
さ
え
評

さ
れ
る
︒
散
見
さ
れ
る
の
は
︑﹁
鷗
外
は
日
本
の
近
代
作
家
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
も
�
と
も
冷
淡
だ
�
た
作
家
の
一
人
で
し

�
う
﹂
と
い
�
た
コ
メ
ン
ト
で
あ
る１

︒
果
た
し
て
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
︒

日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
︑
ザ
ビ
エ
ル
が
伝
え
た
﹁
ナ
タ
ラ
﹂︵
降
誕
祭
の
意
︑
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
でN

atal

︶
以
来
︑
長
い
歴
史
的
背
景

を
持
ち
な
が
ら
︑
外
国
か
ら
も
︑
お
お
か
た
の
日
本
人
か
ら
も
キ
リ
ス
ト
教
と
は
距
離
を
お
い
た
一
種
の
年
中
行
事
︑
単
な
る
イ
ベ

ン
ト
的
現
象
と
み
な
さ
れ
て
い
る
︒

私
た
ち
の
関
心
は
︑
む
し
ろ
本
人
は
け
�
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
は
思
�
て
い
な
い
一
家
族
の
生
活
の
中
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
の
痕

跡
を
ピ
�
ク
ア
�
プ
し
︑
そ
の
世
俗
的
な
表
現
を
分
析
す
る
こ
と
で
︑
日
本
に
受
容
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
的
︑
精
神
史
的
意

味
を
探
る
こ
と
に
あ
る
︒

本
書
で
は
林
太
郎
の
故
郷
・
石い

わ
み
の
く
に

見
国
が
世
界
史
に
登
場
し
た
十
六
世
紀
か
ら
︑
石
見
銀
山
が
世
界
遺
産
と
な
�
た
現
在
ま
で
を
編

年
体
に
よ
�
て
綴
�
て
い
く
︒
そ
の
中
で
︑
林
太
郎
が
六
歳
か
ら
十
歳
と
い
う
物
心
つ
い
た
時
期
に
津
和
野
で
起
こ
�
た
キ
リ
シ
タ

ン
弾
圧
の
事
件
︑
お
そ
ら
く
彼
が
は
じ
め
て
西
洋
の
宗
教
と
触
れ
る
き
�
か
け
と
な
�
た
で
あ
ろ
う
浦う

ら
か
み上

キ
リ
シ
タ
ン
収
容
所
に
お

け
る
殉
教
者
の
問
題
を
軸
に
︑
彼
の
生
涯
に
わ
た
る
宗
教
観
の
遍
歴
も
考
察
す
る
︒

方
法
と
し
て
は
︑
森
家
の
個
々
人
が
残
し
た
テ
キ
ス
ト
を
読
み
解
く
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
︒
幸
運
に
も
多
く
の
貴
重
な
エ
ピ
ソ
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︶
年　
102 

赤
松
登
志
子
と
の
結
婚
／
ウ
�
ル
テ
ル
と
舞
姫

明
治
二
十
三
︵
一
八
九
〇
︶
年　
106 

津
和
野
に
か
け
た
ヴ
�
リ
オ
ン
神
父
／
秩
序
と
﹁
博
愛
﹂
／
於オ
　
ト菟

誕
生

明
治
二
十
四
︵
一
八
九
一
︶
年　
112 

﹁
正
義
﹂
か
﹁
義
務
﹂
か



	  

大
正
九
︵
一
九
二
〇
︶
年　
275 

ブ
�
ダ
が
慰
め
／
誠
之
尋
常
小
学
校
／
山
田
家

大
正
十
︵
一
九
二
一
︶
年　
281 

映
画
﹃
路
上
の
霊
魂
﹄
／
別
れ
と
な
�
た
ク
リ
ス
マ
ス
／
記
憶
の
音

楽
／
類
の
神
様
／
於
菟
へ
の
心
遣
い

大
正
十
一
︵
一
九
二
二
︶
年　
298 

林
太
郎
の
死

 

第 

三 

部

大
正
十
一
︵
一
九
二
二
︶
年
︵
続
︶　

311 

パ
リ
の
ノ
エ
ル

大
正
十
二
︵
一
九
二
三
︶
年　
313 

花
と
卵
の
復
活
祭
／
来
な
く
な
�
た
サ
ン
タ
ク
ロ
�
ス

昭
和
元

－
二
︵
一
九
二
六

－

二
七
︶
年　
315

離
別

昭
和
四
︵
一
九
二
九
︶
年　
318 

森
家
の
当
主
と
し
て
／
﹁
聖
心
愛あ
い
し
　
か
い

子
会
﹂
と
津
和
野
幼
花
園

昭
和
五
︵
一
九
三
〇
︶
年　
321 

代
理
の
父　

長
原
孝
太
郎
画
伯
／
再
婚
そ
し
て
離
婚
／
サ
ン
タ
じ
�

な
か
�
た
？

昭
和
六
︵
一
九
三
一
︶
年　
324 

銀
座
で
社
交
ダ
ン
ス
／
私
た
ち
は
﹁
異
邦
人
﹂

昭
和
七
︵
一
九
三
二
︶
年　
331 

津
和
野
に
捧
げ
た
生
涯

昭
和
八
︵
一
九
三
三
︶
年　
332

親
族
で
お
祝
い
／
パ
リ
と
の
文
通

大
正
四
︵
一
九
一
五
︶
年　
241 

信
仰
の
問
題
／
﹃
最
後
の
一
句
﹄　

愛
と
孝

大
正
五
︵
一
九
一
六
︶
年　
252 

元
旦
／
い
�
と
き
の
解
放
／
サ
ン
タ
役
の
杏
奴
／
﹁
雀
の
涙
﹂

大
正
六
︵
一
九
一
七
︶
年　
257 

天
禄
に
て

大
正
七
︵
一
九
一
八
︶
年　
261 

茉
莉
と
山
田
珠
樹
の
婚
約
／
別
れ
の
練
習
／
珠
樹
へ
の
手
紙
／
賀
古

鶴
所
へ
の
手
紙
／
本
来
の
﹁
意
義
﹂
へ
の
回
帰
／
﹁
石
見
神か
ぐ
ら
　楽

﹂
と
オ

ペ
ラ

大
正
八
︵
一
九
一
九
︶
年　
273 

神
前
結
婚
式
／
﹁
サ
ン
タ
ク
ロ
オ
ス
の
小
父
さ
ん
よ
り
﹂

明
治
四
十
四
︵
一
九
一
一
︶
年　
190 

類ル
イ

誕
生
／
青
年
の
﹁
青
い
鳥
﹂
／
普
請
中
の
場
所

明
治
四
十
五
・
大
正
元
︵
一
九
一
二
︶
年　
195 

﹁
か
の
や
う
に
﹂
の
哲
学
／
弟
・
潤
三
郎
の
結
婚
／
﹃
吃
︵
し
や
つ
く
り
︶

逆
﹄
に
お
け

る
ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン

大
正
二
︵
一
九
一
三
︶
年　
202 

﹁
生
活
の
木
﹂
／
イ
プ
セ
ン
の
聖
夜
／
﹃ 
鎚
︵
つ
い
い
つ
か
︶

一
下
﹄
の
モ
デ
ル
本ほ
ん
ま間

俊し
ゆ
ん
ぺ
い

平
／
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
大
塩
平
八
郎
／
赤
い
撫な
で
し
こ子

の
会
／

﹁N
oël

の
祭
の
真
似
を
為
す
﹂
／
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
の
仏
英
和
高

等
女
学
校
／
﹃
聖せ
い

ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
夜よ

﹄
／
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
児
童

書
／
珍
し
い
お
客
さ
ん
／
不
要
と
な
�
た
﹁
鷗
外
﹂

大
正
三
︵
一
九
一
四
︶
年　
226 

﹃
ノ
ラ
﹄
の
上
演
／
ド
レ
ス
デ
ン
の
楽
園
／
﹃
山
椒
大
夫
﹄　

和
解
の

す
す
め
／
最
高
の
贈
物
／
﹁
古
ゲ
ル
マ
ン
の
冬
至
祭
﹂



	  

昭
和
二
十
五
︵
一
九
五
〇
︶
年　
362 

溝
鼠

昭
和
二
十
六
︵
一
九
五
一
︶
年　
364 

﹁
い
け
に
え
の
小
羊
﹂
／
神
社
の
よ
う
な
マ
リ
ア
聖
堂
／
突
然
現
わ
れ

た
聖
僧

昭
和
二
十
七
︵
一
九
五
二
︶
年　
368 

憲
法
記
念
日
に
﹁
乙
女
峠
ま
つ
り
﹂
／
マ
リ
�
・
ア
ン
ヌ
・
ド
�
・

テ
�
リ
�
の
精
神

昭
和
二
十
八
︵
一
九
五
三
︶
年　
370 

﹁
文
豪
鷗
外
﹂
の
帰
郷
／
毎
週
や
�
て
く
る
﹁
降
誕
祭
﹂

昭
和
三
十
︵
一
九
五
五
︶
年　
374 

や
�
と
も
ら
え
た
原
稿
料

昭
和
三
十
一
︵
一
九
五
六
︶
年　
375 

﹁
地
獄
絵
﹂

昭
和
三
十
二
︵
一
九
五
七
︶
年　
378 

﹁
父
と
二
人
で
す
る
降ク
リ
ス
マ
ス

誕
祭
﹂

昭
和
三
十
四
︵
一
九
五
九
︶
年　
380 

﹁
父
﹂
と
し
て
の
カ
ン
ド
ウ
神
父
／
遠
藤
周
作
の
立
場

昭
和
三
十
五
︵
一
九
六
〇
︶
年　
387 

茉
莉
の
ボ
�
テ
�
チ
�
リ

昭
和
三
十
七
︵
一
九
六
二
︶
年　
389 

鷗
外
生
誕
百
周
年
記
念

昭
和
三
十
八
︵
一
九
六
三
︶
年　
392 

三
島
邸
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
�
テ
�
�
︵
一
︶ 

昭
和
十
六
︵
一
九
四
一
︶
年　
347 

類
と
安あ
　
た
か宅

美
穂
と
の
結
婚

昭
和
十
七
︵
一
九
四
二
︶
年　
348 

山
田
珠
樹
の
宗
教
観

昭
和
二
十
︵
一
九
四
五
︶
年　
350 

﹃
長
崎
の
鐘
﹄
／
疎
開
先
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
�
キ
／
喜
多
方
に
て

昭
和
二
十
一
︑二
十
二
︵
一
九
四
六
︑四
七
︶
年
ご
ろ　
355 

ロ
�
ト
リ
ン
ゲ
ン
か
ら
来
た
ネ
�
ベ
ル
神
父
／
ガ
ラ
ス
の
お
は
じ
き
／

亨ト
オ
ルと

再
会

昭
和
二
十
三
︵
一
九
四
八
︶
年　
358 

﹁
薔
薇
色
の
夢
﹂
／
青
衣
の
マ
リ
ア
降
臨
地

昭
和
二
十
四
︵
一
九
四
九
︶
年　
361 

解
雇

昭
和
九
︵
一
九
三
四
︶
年　
334 

杏
奴
と
小
堀
四
郎
と
の
結
婚

昭
和
十
︵
一
九
三
五
︶
年　
336 

志
げ
の
ラ
ス
ト
ク
リ
ス
マ
ス

昭
和
十
一
︵
一
九
三
六
︶
年　
339 

志
げ
の
死

昭
和
十
二
︵
一
九
三
七
︶
年
ご
ろ　
342 

ク
リ
ス
マ
ス
を
続
け
る
約
束

昭
和
十
三
︑十
四
︵
一
九
三
八
︑三
九
︶
年
ご
ろ 　
344

幸
福
の
と
き

昭
和
十
五
︵
一
九
四
〇
︶
年　
346 

﹁
時
代
の
歩
み
に
し
た
が
い
な
が
ら
﹂



	  

昭
和
六
十
二
︵
一
九
八
七
︶
年　
429 

茉
莉
の
死

平
成
三
︵
一
九
九
一
︶
年　
435 

類
の
死

平
成
十
︵
一
九
九
八
︶
年　
436 

杏
奴
と
四
郎
の
死

お
わ
り
に　
439 

﹃
木
︵
こ
だ
ま
︶

精
﹄
／
﹃
杯
︵
さ
か
ず
き
︶﹄

／
津
和
野
町
町
歌
／
﹁
石
見
人
森
林
太
郎
﹂

﹃
鷗
外
の
降ク
リ
ス
マ
ス

誕
祭
﹄
を
書
き
終
え
て　
451

謝
辞　
454

森
林
太
郎
の
家
系
図　
456

図
版
出
典
一
覧　
457

凡
例

一
︑
森
林
太
郎
の
作
品
に
よ
る
引
用
文
は
︑
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
岩
波
書
店
版
﹃
鷗
外
全
集
﹄
に
拠
�
た
︒

二
︑
読
者
に
読
み
づ
ら
い
引
用
文
は
現
代
日
本
語
訳
と
し
た
︒
そ
の
場
合
︑
原
則
と
し
て
原
文
は
脚
注
に
示
し
た
︒

三
︑
引
用
文
に
お
け
る
表
記
は
︑
原
則
と
し
て
新
漢
字
︑
旧
仮
名
づ
か
い
を
採
用
し
︑
例
外
と
し
て
著
者
が
振
り
仮
名
を
付
し
た
場
合
の
み
︑︵　

︶
を
付
し

た
︒︹
︙
︺
は
中
略
を
意
味
す
る
︒

四
︑
漢
文
に
は
︑
現
代
日
本
語
訳
も
付
記
し
た
︒

五
︑
年
齢
表
示
は
で
き
る
だ
け
満
年
齢
と
し
た
︒

昭
和
四
十
六
︵
一
九
七
一
︶
年　
412 

愛
に
包
ま
れ
た
幸
福

昭
和
四
十
八
︵
一
九
七
三
︶
年　
414 

公
害
問
題
／
母
国
へ
帰
�
た
神
父

昭
和
四
十
九
︵
一
九
七
四
︶
年　
418 

杏
奴
の
主
張

昭
和
五
十
一
︵
一
九
七
六
︶
年　
420 

太
陽
が
見
守
る
ク
リ
ス
マ
ス
／
︽
無
限
浄
寂
︾

昭
和
五
十
四
︵
一
九
七
九
︶
年　
425 

﹁
ク
リ
ス
チ
�
ン
で
な
い
ク
リ
ス
チ
�
ン
﹂

昭
和
五
十
八
︑五
十
九
︵
一
九
八
三
︑八
四
︶
年　
426 

﹁
楽
楽
﹂
／
ベ
ル
リ
ン
の
森
鷗
外
記
念
室

昭
和
三
十
九
︵
一
九
六
四
︶
年　
396 

三
島
邸
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
�
テ
�
�
︵
二
︶

昭
和
四
十
︵
一
九
六
五
︶
年　
398 

お
と
ぎ
話

昭
和
四
十
二
︵
一
九
六
七
︶
年　
400 

喫
茶
店
﹁
邪
宗
門
﹂

昭
和
四
十
三
︵
一
九
六
八
︶
年　
403 

歴
史
に
対
す
る
共
同
責
任

昭
和
四
十
四
︵
一
九
六
九
︶
年　
405 

杏
奴
の
津
和
野
紀
行
│
│
冬
／
杏
奴
の
津
和
野
紀
行
│
│
春
／
ク
リ
ス
マ

ス・
デ
�
ナ
�
配
達
サ
�
ビ
ス
／
三
島
由
紀
夫
の﹁
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
﹂

昭
和
四
十
五
︵
一
九
七
〇
︶
年　
410 

三
島
由
紀
夫
の
死



	  

 

鷗
外
の
降ク

リ

ス

マ

ス

誕
祭 

│
│ 

森
家
を
め
ぐ
る
年
代
記



3	

は
じ
め
に　
　

シ
�
ラ
イ
ア
マ
ハ
�
の
﹃
ク
リ
ス
マ
ス
祭
│
│
あ
る
会
話
﹄

林
太
郎
が
遺
し
た
一
万
八
千
冊
を
超
え
る
蔵
書
の
中
に
︑
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
こ
れ
ま
で
気
に
も
留
め
ら
れ
な
か
�
た
一
冊
の
本

が
あ
る
︒

そ
れ
は
ブ
レ
ス
ラ
ウ
市
︵Breslau

︶
の
ヘ
ル
ン
フ
�
ト
兄
弟
団
︵H

errnhuter Brüdergem
einde

︶
出
身
で
︑
一
八
〇
四
年
か
ら
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
�
ズ
ム
の
強
い
都
市
ハ
レ
︵H
alle

︶︑
次
い
で
一
八
一
〇
年
か
ら
は
新
し
く
創
立
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
教
鞭
を
執
�

た
神
学
者
に
し
て
宗
教
哲
学
者
の
フ
リ
�
ド
リ
ヒ
・
シ
�
ラ
イ
ア
マ
ハ
�
︵Friedrich

D

　
　
一
七
六
八
︲
一
八
三
四

anielErnst
Schleierm

acher

︶
作
﹃
ク
リ
ス

マ
ス
祭
│
│
あ
る
会
話
︵D

ie W
eihnachtsfeier – Ein G

espräch

︶﹄︵1806

︶
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
も
と
も
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物

と
し
て
考
案
さ
れ
︑﹁
ク
リ
ス
マ
ス
と
は
何
か
？
﹂
と
い
う
問
い
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
︒

宗
教
的
信
仰
心
と
学
問
的
認
識
を
融
合
し
た
非
教
条
的
な
ロ
マ
ン
主
義
を
代
表
す
る
シ
�
ラ
イ
ア
マ
ハ
�
の
思
想
は
︑
倫
理
学
と

宗
教
哲
学
に
お
い
て
後
代
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
︑
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
�
ズ
ム
の
父
︑
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
真
の
精
神
的

な
創
始
者
と
み
な
さ
れ
る
︒

林
太
郎
は
シ
�
ラ
イ
ア
マ
ハ
�
を
プ
ラ
ト
ン
の
翻
訳
者
︑
ま
た
﹃
宗
教
論
│
│
宗
教
を
軽
ん
ず
る
教
養
人
へ
の
講
話
︵Ü

ber die 

R
eligion – R

eden an die G
ebildeten unter ihren Verächtern

︶﹄︵1798
/1799

︶
の
著
者
と
し
て
理
解
し
て
い
た
︒



45	 はじめに

3 
 

W
ilhelm

 D
ilthey: Leben Schleierm

achers. Erster Band. 3. Auflage. Zweiter H
albband (1803-1807). H

erausgegeben von M
artin R

edeker, 

Berlin: W
alter de G

ruyter &
 C

o. 1970, 146.

4 
 

Friedrich D
aniel Ernst Schleierm

acher. K
ritische G

esam
tausgabe. Im

 Auftrag der Berlin-Brandenburgischen Akadem
ie der W

issenschaften 

und der Akadem
ie der W

issenschaften zu G
öttingen herausgegeben von H

erm
ann Fischer, G

erhard Ebeling, H
einz K

im
m

erle, 

G
ünter M

eckenstock, Kurt-V
ictor Selge. Erste Abteilung: Schriften und Entwürfe, Band 5, Berlin, N

ew York: W
alter de G

ruyter 

1995, 63.

5 
 

同
前
︑46-50, 63-64.

6 
 

同
前
︑47, 62, 77.

7 
 

同
前
︑49-52, 65-66, 70-71, 96.

ち
神
の
子
の
誕
生
︑
人
類
の
救
済
︺
は
︑
小
さ
な
贈
り
物
︹
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
︺
に
よ
�
て
表
現
さ
れ
る６

﹂︒

ま
た
︑
ク
リ
ス
マ
ス
は
女
性
の
祭
り
で
も
あ
る
︒
マ
リ
ア
が
﹁
神
の
子
の
幸
福
な
母
﹂
で
あ
る
よ
う
に
︑
母
親
は
み
な
自
分
を
マ

リ
ア
の
後
継
者
と
み
な
し
︑
わ
が
子
を
﹁
神
性
の
啓
示
﹂
と
し
て
﹁
心
か
ら
謙
虚
に
崇
め
る
﹂
こ
と
が
で
き
る
︒﹁
す
な
わ
ち
︑
母
親
は

み
な
自
分
の
子
の
中
に
キ
リ
ス
ト
を
見
る
の
で
あ
る
﹂︒
幼
い
子
ど
も
の
教
育
を
﹁
神
聖
な
る
勤
め
﹂
と
捉
え
る
︒﹁
母
の
愛
は
永
遠
な

る
も
の
で
︑
わ
れ
わ
れ
の
本
質
の
主
和
音
で
あ
る
﹂︒
こ
う
し
た
意
味
か
ら
︑
ど
ん
な
母
親
も
﹁
マ
リ
ア
﹂
と
い
え
る７

︒

ク
リ
ス
マ
ス
の
本
質
と
は
﹁
み
ん
な
の
喜
び
の
日
﹂
で
あ
る
︒﹁
世
界
が
生
ま
れ
変
わ
る
日
﹂︑﹁
新
し
い
命
を
世
界
に
告
知
す
る
日
︑

人
生
に
お
い
て
も
心
機
一
転
す
る
と
き
︑
そ
の
よ
う
な
最
も
喜
ば
し
い
日
で
あ
る
﹂︒﹁
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
義
﹂
と
は
︑﹁
若
返
る
こ
と
︑

子
ど
も
時
代
へ
の
回
帰
︑
祝
福
を
受
け
た
幼
子
キ
リ
ス
ト
に
よ
�
て
も
た
ら
さ
れ
た
新
し
い
世
界
へ
の
快
活
な
喜
び
﹂
に
あ
る
︒
ク

リ
ス
マ
ス
が
﹁
大
切
な
行
事
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
�
た
背
景
に
は
﹂︑﹁
こ
の
行
事
が
各
家
庭
に
採
り
入
れ
ら
れ
︑
子
ど
も

た
ち
に
祝
わ
れ
る
よ
う
に
な
�
た
﹂
と
い
う
﹁
事
情
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
﹂︒
子
ど
も
は
こ
の
行
事
の
﹁
主
役
﹂
で
あ
る
︒
こ
の

シ
�
ラ
イ
ア
マ
ハ
�
の
﹃
ク
リ
ス
マ
ス
祭
﹄
は
︑
そ
の
内
容
が
も
つ
時
代
性
と
個
々
人
の
伝
記
的
背
景
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
神

学
書
︑
信
心
書
と
し
て
十
九
世
紀
お
よ
び
二
十
世
紀
に
な
�
て
も
読
み
継
が
れ
て
き
た
︒
哲
学
者
ヴ
�
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
�
ル
タ
イ

︵W

一
八
三
三
︲
一
九
一
一

ilhelm
D

ilthey

︶
は
︑
ゲ
�
テ
が
﹃
フ
�
ウ
ス
ト
﹄
で
表
現
し
た
復
活
祭
の
描
写
と
神
学
的
に
対
と
な
る
も
の
を
こ
の
書
の
中
に
︑

す
な
わ
ち
﹁
聖
夜
の
祭
に
き
わ
だ
つ
キ
リ
ス
ト
教
の
感
情
世
界
の
美
と
幸
福
﹂
を
見
出
す３

︒

シ
�
ラ
イ
ア
マ
ハ
�
は
︑
十
九
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
サ
ロ
ン
に
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
行
事
が
有
す
る
重
要
性
を
読
者

に
印
象
づ
け
る
︒
そ
し
て
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
さ
え
魅
了
す
る
︑
あ
の
﹁
感
動
的
な
雰
囲
気
﹂
の
﹁
謎
﹂
へ
の
答
え
を
導
き
出
す
︒
つ

ま
り
﹁
ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び
︵W

eihnachtsfreude

︶﹂
と
い
�
た
言
葉
の
意
味
を
説
き
明
か
す
の
で
あ
る４

︒

音
楽
抜
き
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
あ
り
得
な
い
︒
作
中
人
物
の
ゾ
フ
�
�
は
﹁
ど
ん
な
音
も
正
し
く
響
か
せ
る
﹂
こ
と
が
で
き
︑﹁
美
し

い
も
の
す
べ
て
に
心
か
ら
喜
び
﹂
を
感
じ
る
︒
彼
女
は
楽
譜
を
贈
ら
れ
︑﹁
あ
あ
︑
偉
大
な
音
楽
！　

一
生
ク
リ
ス
マ
ス
の
気
分
が

味
わ
え
る
わ
！
﹂
と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
︒
彼
女
は
歌
い
︑
演
奏
す
る
︒
カ
ロ
リ
�
ネ
が
ピ
ア
ノ
を
弾
く
︒
音
楽
は
﹁
喜
び
﹂
を
︑

﹁
救
い
の
感
情
﹂
と
﹁
謙
虚
な
崇
拝
﹂
を
表
現
す
る
︒﹁
と
い
う
の
も
︑
ど
ん
な
美
し
い
感
情
も
︑
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
音
を
見
つ
け
て

は
じ
め
て
完
全
な
形
と
な
�
て
現
れ
る
の
だ
か
ら
︒
言
葉
で
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
︒
言
葉
は
常
に
間
接
的
な
表
現
で
し
か
な
い
︒

︹
︙
︺
音
楽
は
︑
ま
さ
に
宗
教
的
な
感
情
に
最
も
近
い
﹂︒
す
な
わ
ち
﹁
宗
教
的
な
領
域
で
の
み
︑
音
楽
は
そ
の
ま
�
た
き
姿
を
表
わ

す
﹂︒
こ
の
域
内
に
こ
そ
﹁
芸
術
の
精
神
﹂
が
宿
る
の
で
あ
�
て
︑﹁
副
次
的
な
え
せ
芸
術
﹂
に
お
い
て
で
は
な
い
︒﹁
だ
か
ら
こ
そ
︑
キ

リ
ス
ト
教
と
音
楽
は
つ
よ
く
結
ば
れ
︑
両
者
は
互
い
を
美
し
く
高
め
合
う
の
で
あ
る５

﹂︒

そ
し
て
︑
さ
ら
に
中
心
と
な
る
の
は
贈
り
物
で
あ
る
︒﹁
と
い
う
の
も
︑
互
い
に
贈
り
物
を
し
合
う
と
い
う
す
ば
ら
し
い
習
慣
は
︑

宗
教
的
歓
喜
の
純
粋
な
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
︑
そ
の
喜
び
は
︑
喜
び
と
い
う
も
の
が
常
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
︑
自
然
に

発
し
た
善
意
︑
与
え
る
こ
と
︑
奉
仕
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
︒
そ
し
て
︑
わ
れ
わ
れ
皆
が
と
も
に
喜
ぶ
大
き
な
贈
り
物
︹
す
な
わ
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ス
ツ
リ
�
を
念
頭
に
お
い
て
表
現
し
た
と
解
釈
す
る11

︒
闇
に
輝
く
﹁
黄こ

　
が
ね金

な
す
木
﹂
と
は
︑﹁
永
遠
の
生
命
﹂︑﹁
天
国
﹂
の
象
徴
で
あ
る12

︒

こ
の
﹁
ツ
リ
�
﹂
が
本
書
の
キ
�
ワ
�
ド
と
な
る
︒

日
は
す
べ
て
の
人
が
子
ど
も
に
な
る
︒
だ
か
ら
す
ば
ら
し
い
︒
し
か
し
女
性
と
違
�
て
︑
男
性
は
﹁
ふ
た
た
び
子
ど
も
と
な
る
た
め

に
は
﹂︑
ま
ず
﹁
改
心
﹂
せ
ね
ば
な
ら
な
い８

︒

こ
の
﹃
ク
リ
ス
マ
ス
祭
│
│
あ
る
会
話
﹄
は
︑
林
太
郎
の
蔵
書
の
う
ち
で
宗
教
︑
神
学
的
な
領
域
に
属
す
る
書
籍
の
中
で
は
比
較

的
小
さ
な
本
で
あ
り
︑
書
き
込
み
も
な
く
︑
ま
た
彼
の
著
作
に
も
れ
�
き
と
し
た
関
連
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
︒
そ
れ
に
し
て
も
︑

こ
の
シ
�
ラ
イ
ア
マ
ハ
�
の
本
を
所
有
し
て
い
た
事
実
は
見
逃
せ
な
い
︒
と
い
う
の
も
デ
�
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
︑
同
書
は
キ
リ
ス
ト

教
の
本
質
そ
の
も
の
の
論
考
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
︒
そ
し
て
デ
�
ル
タ
イ
が
こ
の
本
と
神
学
的
に
対
と
な
る
作
品
と
し
て
挙
げ
た

ゲ
�
テ
の
﹃
フ
�
ウ
ス
ト
﹄
を
林
太
郎
が
長
年
に
わ
た
�
て
読
み
込
み
︑
血
肉
化
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

無
教
会
主
義
を
提
唱
す
る
こ
と
に
な
る
内
村
鑑
三
は
ア
マ
�
ス
ト
大
学
留
学
中
︑
ド
イ
ツ
語
の
講
義
で
ゲ
�
テ
の
文
学
︑
殊
に

﹃
フ
�
ウ
ス
ト
﹄
に
衝
撃
を
受
け
︑﹁
そ
の
悲
劇
は
天
来
の
霹

︵
へ
き
れ
き
︶

靂
の
よ
う
に
余
を
撃
�
た
︒
余
は
今
も
な
お
あ
の
﹃
こ
の
世
の
聖
書
﹄
を

参
照
す
る
﹂
と
述
べ
て
い
る９

︒

ゲ
�
テ
は
旧
約
聖
書
の
﹃
ヨ
ブ
記
﹄
か
ら
﹃
フ
�
ウ
ス
ト
﹄
を
発
想
し
た
と
い
わ
れ
る
が
︑
そ
の
第
一
部
に
は
︑
悪
魔
の
メ
フ
�
ス

ト
フ
�
レ
ス
が
語
り
か
け
る
次
の
よ
う
な
科
白
が
あ
る
︒

　
　

兎
に
角
君
に
教
え
る
が
ね
︒
一
切
の
理
論
は
灰
い
ろ
で
︑
緑
な
の
は
黄こ

　
が
ね金

な
す
生
活
の
木
だ
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